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高山本線強化促進同盟会 



 

 

 

 次   第 

 

１ 議    事 

 

   議案第１号 令和元年度事業報告について 
 

   議案第２号 令和元年度収支決算について 
 

   議案第３号 令和２年度事業計画（案）について 
 

   議案第４号 令和２年度収支予算（案）について 
 

   報告第１号 役員の改選について 
 

 

２ 決    議 

 

   決議（案）について 

 

 

 

  

 

  

  

    

 



 

 

 

議案第１号 

令和元年度事業報告書 

 自 平成３１年４月 １日 

至 令和 ２年３月３１日 

年 月 日 事  業  内  容 

 
Ｒ１．６．９ （日） 

１．６．１８（火） 

１．１０．２４(木) 

１．１１．１０(日) 
 

  
特急「ひだ」への利用実態調査の実施。 

 

 

 
１．５．２７（月） 

 

  
第１回幹事会を開催し、定期総会の日程、事業計画、要望活動に

ついて協議（岐阜市） 

 
１．７．１７（水） 

 

 

 
定期総会を開催し、平成３０年度事業報告及び同収支決算並び

に令和元年度事業計画(案)及び同収支予算(案)を審議決定（高山

市） 

 

〔決議〕 

１ 北陸新幹線との相乗効果やリニア中央新幹線の開業を視

野に入れ、所要時間の短縮や列車本数の増加など、旅客輸

送サービスの強化改善を推進すること。 

２ 輸送の安全、防災対策を充実させるため、あらゆる角度か

ら強化改善を検討し、事故防止に努めること。 

３ 安全で快適に利用できるようにするため、鉄道施設や車両

等の改善を推進すること。 

 

 定期総会に引き続き、講演会を実施 

「北陸新幹線開業後の東日本エリアからみた飛騨地域の魅力」

東日本旅客鉄道株式会社 

北陸営業センター 所長 佐々木 隆博氏 

 
 
２．１．３０（木） 

２．２．６ （木） 

 

 
東海旅客鉄道株式会社（名古屋市）及び西日本旅客鉄道株式会

社金沢支社（金沢市）に対し要望を実施。 

 
Ｈ３１．４．１（月）～ 

Ｒ２．３．３１（火） 
 

  
高山本線利用促進支援事業の実施 



 

 

議案第２号 

令和元年度決算書 

                                                 自  平成３１年４月 １日 

                                                至  令和 ２年３月３１日 

 

収 入 の 部                                （単位：円） 

科  目 予 算 額 決 算 額 
差 引 増 減 

（ △ ）額 
摘   要 

１ 負担金 362,000 362,000 0 18団体 

２ 特別負担金  600,000 600,000 0 富山県・岐阜県 

３ 繰入金 0 0 0  

４ 繰越金 693,718 693,718 0 前年度繰越金 

５ 雑 入 100 12 △88 預金利息 

計 1,655,818 1,655,730 △88  

 

支 出 の 部                                    （単位：円） 

科  目 予 算 額 決 算 額 
差 引 増 減 

（ △ ）額 
摘   要 

１ 会議費 150,000 113,937 36,063 総会、幹事会会場経費等 

２ 事業費 1,375,818 137,194 1,238,624 利用実態調査旅費 

３ 事務費 15,000 7,792 7,208 郵便料・振込手数料 

４ 負担金 10,000 10,000 0 全国鉄道整備促進協議会負担金 

５ 積立金 100,000 100,000 0 90周年記念事業積立 

６ 予備費 5,000 0 5,000  

計  1,655,818  368,923 1,286,895  

収入合計  １，６５５，７３０円 

支出合計    ３６８，９２３円 

差引残高  １，２８６，８０７円（令和２年度へ繰越） 

 

９０周年記念事業の部                                              （単位：円） 

前年度までの積立額 

(a) 

元年度積立額 

(b) 

元年度末残高 

(a)+(b) 

 400,000 100,000 500,000 



 

 

 

 

監 査 報 告 書 

 

 

 

 

 

 高山本線強化促進同盟会会則第７条第５項の規定により、２０１９年度決算について、監

査を実施し、証拠書類、帳簿などを精査したところ、適正に執行されていたことを認めます。 

 

 

 

 

 

令和２年５月２６日 

 

 

監事  下 呂 商 工 会 会 長  中川 正之 

 

 

令和２年６月１０日 

 

 

監事  富山市八尾山田商工会会長   井山 泰樹 

 

 

 

 

 

 高山本線強化促進同盟会 

 

  会長 岐阜県知事 古田 肇 殿 

 

 

 

 

（原本は事務局にて保管） 

  



 

議案第３号 

令和２年度事業計画（案） 

 

１ 基本目標 

 

 高山本線は、これまで我が国のほぼ中央部において日本海側と太平洋側を結ぶ大動脈としての役割

を担い、沿線各地はもとより中部圏全体の交流の活発化を図り、経済・文化の発展、向上に寄与して

きた基幹鉄道である。 

平成２７年３月１４日に北陸新幹線の長野－富山・金沢間が開業され、令和９年にはリニア中央新

幹線の東京－名古屋間の開業が予定されており、これまで以上に地域間の交流・連携が図られる。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により観光客は減少しており、まずは感染防止を徹底

し運行の継続を最優先に取り組むとともに、感染症の流行収束後には、国の官民一体型の需要喚起を

図る事業等の展開において、高山本線は沿線に多くの観光地を有するとともに、車窓風景も美しい「観

光路線」であり、政府が訪日外国人旅行者数を令和１２年に６０００万人とする目標を掲げ、強力に

推し進めてきた中、その重要性はますます高まるものと期待される。 

なお、平成２３年３月に発生した東日本大震災及び平成２８年４月に発生した熊本地震において

は、各地に甚大な被害がもたらされ、交通機関も大きな打撃を受けた。高山本線においても、平成３

０年７月の豪雨により多大な被害を受けたところであり、また、東南海地震の今後３０年以内の発生

が確実視されており、大規模災害時にも社会基盤としての機能を損なわないような設備・体制の整備

をこれまで以上に促進していく必要がある。 

 こうした情勢を踏まえ、本同盟会は一致協力し、感染症防止対策の徹底、旅客輸送サービスの強化

改善、大規模災害を視野に入れたより一層の安全確保に向けた取り組みを展開していく。 

 

 

２ 活動項目 

 

（１）東海旅客鉄道及び西日本旅客鉄道に対する要望 

 

（２）高山本線の利用者増に向けた広報・啓発活動 

 

（３）全国鉄道整備促進協議会等の関係機関との連携及び情報収集活動 

 

（４）その他本同盟会の目的達成に必要な事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議案第４号 

令和２年度収支予算（案） 

自 令和 ２年４月 １日  

至 令和 ３年３月３１日  

収入の部                       （単位：円） 

科  目 
令和２年度 

予 算 額 

令和元年度 

予 算 額 

比較増減 

（△）額 
摘   要 

１ 負担金 362,000 362,000 0 
１８団体 
 

２ 特別負担金 600,000 600,000 0 岐阜県・富山県 

３ 繰入金 0 0 0  

４ 繰越金 1,286,807 693,718 593,089 前年度繰越金 

５ 雑 入 100 100 0 預金利息 

計 2,248,907 1,655,818 593,089  

 

支出の部                               （単位：円） 

科  目 
令和２年度 

予 算 額 

令和元年度 

予 算 額 

比較増減 

（△）額 
摘   要 

１ 会議費 150,000 150,000 0 総会、幹事会経費等 

２ 事業費 1,953,907 1,375,818 578,089 
利用実態調査経費及び 

広報・啓発事業経費等 

３ 事務費 30,000 15,000 15,000 
幹事会、総会書面資料送

付用切手代等 

４ 負担金 10,000 10,000 0 
全国鉄道整備促進協議会

負担金 

５ 積立金 100,000 100,000 0 90周年記念事業積立金 

６ 予備費 5,000 5,000 0  

計 2,248,907 1,655,818  543,089  

 

９０周年記念事業の部                                （単位：円） 

前年度までの積立額 

(a) 

2年度積立額 

(b) 

2年度末残高 

(a)+(b) 

500,000 100,000 600,000 

 
 

 



 

 

              （ 単 位 ： 円 ）  

団  体  名  負 担 金 額  団  体  名  負 担 金 額  

愛  知  県 2 8 , 0 0 0  七  宗  町 6 , 0 0 0  

岐  阜  県 5 7 , 0 0 0  白  川  町 6 , 0 0 0  

岐  阜  市 2 8 , 0 0 0  飛  騨  市 2 8 , 0 0 0  

高  山  市 2 8 , 0 0 0  岐阜商工会議所 6 , 0 0 0  

美 濃 加 茂 市 1 6 , 0 0 0  高山商工会議所 6 , 0 0 0  

各 務 原 市 1 6 , 0 0 0  下呂温泉観光協会 6 , 0 0 0  

下  呂  市 2 8 , 0 0 0  富  山  県 5 7 , 0 0 0  

坂  祝  町 6 , 0 0 0  富  山  市 2 8 , 0 0 0  

川  辺  町 6 , 0 0 0  富山商工会議所 6 , 0 0 0  

  合   計 3 6 2 , 0 0 0  

 

団  体  名  特 別 負 担 金 額  

富 山 県 300,000 

岐 阜 県 300,000 

計 600,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度負担金内訳 



 

報告第１号 

役員の改選について 

 

高山本線強化促進同盟会会則第６条第1項の規定により、富山県知事を会長に互選しまし

たので報告します。 

 

 また、同条第２項の規定により、別紙のとおり、役員の委嘱を行いましたので報告します。  

 

 

任期 令和２年８月１日～令和４年７月３１日 

 

    

令和２年８月１日 



 

別紙 

役 員 名 簿 
２０２０年８月１日現在  

役   名 職      名 氏      名 

会   長 富山県知事 石 井  隆 一 

副 会 長 岐阜県知事 古 田    肇 

〃 愛知県知事 大 村  秀 章 

理   事 富山市長 森    雅 志 

〃 岐阜市長 柴 橋  正 直 

〃 高山市長 國 島  芳 明 

〃 美濃加茂市長 伊 藤  誠 一 

〃 各務原市長 浅 野  健 司 

〃 下呂市長 山 内    登 

〃 富山商工会議所会頭 髙 木  繁 雄 

〃 岐阜商工会議所会頭 村 瀬  幸 雄 

〃 高山商工会議所会頭 北 村    斉 

幹   事 愛知県都市整備局交通対策課長 片 桐  靖 幸 

〃 
富山県観光・交通振興局総合交通政策室 

地域交通・新幹線政策課長 
清 水    圭 

〃 富山市活力都市創造部交通政策課長 野 村  知 範 

〃 岐阜市都市建設部交通政策課長 岡 本  武 彦 

〃 高山市都市政策部都市計画課長 中 畑  雅 司 

〃 飛騨市総務部総務課長 岡 田  浩 和 

〃 下呂市生活部生活課長 森 本  容 功 

〃 岐阜県都市建築部都市公園整備局公共交通課長 幸 畑  哲 也 

監   事 下呂商工会会長 中 川  正 之 

〃 富山市八尾山田商工会会長 井 山  泰 樹 



 

 

   決     議（案） 

  高山本線は、我が国のほぼ中央部において日本海側と太平洋側とを結ぶ交通の大動脈としての役割

を担い、沿線各地はもとより中部圏全体の交流の活発化を図り、経済・文化の発展、向上に寄与して

きた基幹鉄道である。 

 これからも高山本線の存在は、太平洋側から日本海側に至る個性豊かな日本の中央部における広域

交流圏を形成するうえで必要不可欠であり、沿線地域の産業、文化、生活等の諸機能の整備とあいま

って、中部圏の活性化に大きく貢献するものと確信する。 

平成２７年３月１４日に北陸新幹線の長野－金沢間が開業し、首都圏と北陸との時間距離が飛躍

的に短縮され、さらに、令和９年にはリニア中央新幹線の東京－名古屋間の開業が予定されており、

今後、地域間の交流・連携が一層図られることが期待される。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により観光客は減少しており、まずは感染防止を徹

底し運行の継続を最優先に取り組むとともに、感染症の流行収束後には、国の官民一体型の需要喚起

を図る事業等の展開において、高山本線は沿線に多くの観光地を有するとともに、車窓風景も美しい

「観光路線」であり、現在、政府が訪日外国人旅行者数を令和１２年に６０００万人とする目標を掲

げ、強力に推し進めてきた中、その重要性はますます高まるものと期待される。 

 このような中、ＪＲ東海及びＪＲ西日本においては、感染症防止対策の徹底をするとともに、今後

も、より一層の安全対策、安全運行を確保されることはもとより、北陸新幹線及びリニア中央新幹線

開業を機に新たな交流人口の拡大と広域観光の推進を図るため、高山本線の一層の利便性の向上に努

められることが強く望まれるところである。 

よって、我々は、高山本線の強化促進に向けて、次の事項について一致協力して、強力な運動を

展開するものとする。 

 

（１） 新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底すること。 

 

（２） 北陸新幹線との相乗効果やリニア中央新幹線の開業を視野に入れ、所要時間の短縮や列車

本数の増加など、旅客輸送サービスの強化改善を推進すること。 

・特急「ひだ」の増発 

・北陸新幹線との乗り継ぎの利便性を確保するダイヤ改正 

・北陸新幹線と特急「ひだ」の乗り換えの際の特急料金の割引の適用 

・観光シーズンに併せた臨時列車の運行拡大 

・富山－高山間における観光列車の季節運行 

・利用実態の把握 

・電化及び複線化の促進 

・部分線増、一線スルー化、分岐器の改良等によるスピードアップ 

 

（３）輸送の安全、防災対策を充実させるため、あらゆる角度から強化改善を検討し事故防止に 

努めること。 

・危険箇所の保守点検や保安設備の強化等の積極的な推進 

・災害や事故発生時における機能的な連絡体制の構築 

 

（４）安全で快適に利用できるようにするため、駅施設における利用者の利便性の向上・確保に取



 

り組むとともに、鉄道施設や車両等の改善を推進すること。 

   

以上決議する。 

令和２年９月７日 

                                                   高山本線強化促進同盟会



 

 


